
ICTを
生きた学びに

いつも・ちょっと・トラブル

　1人1台端末が導入されたことについて、肯

定ばかりでなく、否定的な声も聞こえてきます。

それらは次の五つに集約できます。

❶「端末が壊れる」問題
　使用頻度が高ければ、当然ながら壊れる確率

は高まります。高価な機器の使い方を児童・生

徒が学ぶ貴重な機会であると考え、大人が温か

く見守ることも必要だと思います。

❷「学習効果」問題
　ICT活用の目的の一つは、情報化社会で生き

抜く力をつけることであり、教科学習の効果の

みを期待するものではありません。ICTを使え

ば必ず学力向上が見込めるわけではなく、その

使い方が重要となります。

❸「健康面への影響」問題
　成長期の児童・生徒が情報端末を使用する場

合、大人以上に健康面への留意は必要です。し

かし、学校での端末使用を控えたとしても、生

徒が学校外でスマートフォンなどを使用する時

間はそう大きく変わらないでしょう。だからこ

そ、学校で正しい「使い方」を身につけさせ、

ネット依存などの危険性や健康への悪影響につ

いて学ばせるべきではないでしょうか。

❹「ネット接続禁止」問題
　インターネットは危険であるという理由で、

児童・生徒がネット接続できないように設定し

ている学校もあります。「交通事故の危険性が

あるから、安全性を重視して通学を禁止にす

る」というような極論は、生産的ではありませ

ん。交通ルールと同様に、ネットの世界にも、

自分たちを守るために守るべきルールがあるこ

とを教えるべきではないでしょうか。

❺「機器トラブル」問題
　授業中に起きた ICTのトラブルは、問題解決

の方法を学ぶ生きた教材です。Wi-Fiが途切れ

たって、端末がうまく動作しなくたって、それ

をクラス全体で解決することも学びになります。

　いずれにしても、ICT活用でいちばん大事な

のは、どんな力をつけさせたいかを考えること

です。つまり、ICTを教師がとまどいなく使え

ることよりも、試行錯誤しながらも児童・生徒

自身が活用していくことが重要になります。

「どんな力をつけさせたいか」「どんな授業がし

たいか」という根源的な思いに立ち返って、学

びの場に ICTを取り入れていってみてください。
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三重大学教育学部准教授・博士（教育学）。
光村図書 中学校英語教科書『Here We 
Go!』編集委員。著書に『英語のしくみと教え
方　こころ・ことば・学びの理論をもとにして』
（共著・編／くろしお出版）など。

トには、いくつかの単語が穴空きになった

Unit 2の本文が書かれている。

　先生はまず、学習者用デジタル教科書の「本

文画面」で音声を再生しながらワークシートを

読むように言う。すると生徒たちは、一斉にリ

スニングを始める。再生速度が選べるため、遅

めの「－
マイナス

3」で聞く生徒もいれば、通常の「ふ

つう」で聞く生徒もいる。

　続いての課題は、本文の音声を聞きながら、

自身も登場人物の誰かになって一緒に読む「な

りきりReading」。ここでは、穴空きが比較的

少ないワークシートを用いても、学習者用デジ

タル教科書の「新出語マスク」や「ランダムマ

スク」の機能を使ってもよい。Readingが得意

な生徒は、「全てマスク」の機能を使ってもか

まわない。もちろん、再生速度も選択できる。

　角先生は、「再生速度が速いほうがいいわけ

でも、マスクが多いほうがいいわけでもないか

らね。大切なのは、自分の力がいちばん高まる

方法を選ぶことだよ」と生徒たちに伝える。そ

の後、数分間は、教室にいる36人の生徒が36

とおりのやり方で学びを進めていった。

　最後に、代表の生徒4人によるロールプレイ

が行われたところで授業は終了。Listeningや

Reading、Speakingなど、内容盛りだくさん

の50分間だった。

　学習者用デジタル教科書が入ったことのメリッ

トについて、角先生は「指導の個別化」と「学

習の個性化」が図られたことを第一に挙げる。

「アナログの場合、穴空きワークシートを何種

類も用意する必要があるが、デジタルでは『新

出語』『ランダム』『全て』などから生徒が自由

に選べる。再生速度も変えられるため、英語が

苦手な生徒は、遅めから始めて徐々に速くする

など自己調整を図ることができる」。

　「個別最適な学び」ができるようになること

は、森下先生も指摘していた点で、学習者用デ

ジタル教科書の大きな強みといえそうだ。角先

生と小林先生は「New Words」や「フラッシュ

カード」なども日常的に活用しており、「知識・

技能の定着と

いう点でも役

に立っている」

と口をそろえ

る。

　ICTが得意

ではないとい

う角先生だが、学習者用デジタル教科書への抵

抗感はなかったのか。この点については「初期

設定さえやってもらえれば、さほど難しくない。

わからないことがあれば周囲の人や子どもたち

に聞けばよいと思っている」と言う。続けて、

デジタル化のおかげで掲示用のフラッシュカー

ドを作成する手間がなくなり、業務負担が軽減

されたとも話す。

　文部科学省は、英語の学習者用デジタル教科

書を希望する小・中学校に無償提供する実証事

業を行っているが、これによって現場の状況が

どう変わるのか、注目が集まる。

「フラッシュカード」の画面。

マスク機能や速度は、生徒が自分の学習状況に合わせて選択。

実現する「個別最適な学び」
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